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【K-MEMO】のフォ―ムを使ってみる 
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テ－ブル → ２個だけ 
検索ストアド → ２個だけ 

メンテナンスストアド → ２個だけ 
 

SQLデ－タベ－スで使うファイルは６個だけ 
 

全デ－タ検索システムなので→検索プログラムはメンテ不要 



【K-MEMO】を開き接続方法を選択 
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【 K-MEMO 】 Ver.2016-05-27から、Visual Studio 
Community 2015（無料）を自分のパソコンにインス
トールすれば「SQL Server 2014 Express LocalDB接
続先名 (LocalDb)¥MSSQLLocalDB 」が使えるよう
になります。これにより体験版SQLServerや有料の
AzureでSQLServerを立ち上げなくてもこのK-MEMO
（BASIC版）が無料で使えます。 
この後表示されるスライドは、Ver.2016-04-28 
を使った操作説明ですが最新版と機能は変わりませ
んのでご了承ください 
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 【K-MEMO】で「端末管理」を作成してみる 

K-MEMO Ver.2016-04-28 
SKojima@kuhen.jp 
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【氏名】【端末】を列名として登録 
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「端末管理」テ－ブルが作成された 
デ－タはまだ「空」の状態 
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識別ID【1035 】 に氏名と端末名を入力 
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左端をWクリック  
→ 内容確認（縦長表示） 
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既存デ－タ表示後 → [新]デ－タ作成 
 → 表示されているデ－タは使わない 
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【D_ID】→辞書番号を付けてから→登録 
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登録されている既存のデ－タを再利用して 
新しいデ－タを追加する 

http://kuhen.jp/ndb 
12 



入力・修正・新規 → [新]デ－タ作成 
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2038 小島 茂 は辞書に登録済→変更無し 
iPhone6 は新規なので 2044 として登録 
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新しい列名【端末2】を追加  
「ソ－ト」で並び順をこの時番号で指定 
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「端末2」に iPhone6 を入力 
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デ－タの完全削除 

三件目が削除された 
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「項目名」の変更処理 
 【氏名】→【氏】に変更し、【名】を追加 
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①置換デ－タ指定を入力後 
②変更する氏名をWクリッ
ク 

同じ項目名を持つ  2037 端末管理 ２件全部を 
氏名 から → 氏 に書き換えた 
       ※ソ－ト、ユニットも置換対象 
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入力されたデ－タの前後にある空白は→削除 
半角の[ ]は→ 全角の【 】に自動変換 
半角の ‘ は→ 全角の ’ に自動変換 
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既存デ－タを「コンボボックス」で提供 
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青枠をWクリックすると、別窓を開き →既存
デ－タから同一「ユニット」をコンボ表示する 
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同じ「識別ID」全部のデ－タから指定行を 
完全削除する → 項目[追加][変更] 

http://kuhen.jp/ndb 
27 



http://kuhen.jp/ndb 
28 

↑ Wクリック 



全デ－タ縦断検索→「島」で検索 
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メモ帳指定検索 → キ－ワ－ド絞込み検索 
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ニュ－ロ型デ－タベ－スモデリングでは 
「非正規化」で全デ－タを縦長につなげる 
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ニュ－ロ型デ－タベ－スモデリングは 
「過去」も検索可能 

【ユニット】番号が
同じ物も同じく履歴
化し「過去」にする 

注意：【過去】 → 履歴化機能は 
まだK-MEMOに実装されていませ
ん 
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Ver.2017-02-06 から追加された機能 
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ログイン先を選択 
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(LocalDb)¥MSSQLLocalDB を選択 
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(LocalDb)¥MSSQLLocalDB を選択 
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最新のストアドプロシージャが登録されていれば図の様に 
表示されます ※表示されない場合以下のリンク適用を！ 
https://1drv.ms/f/s!AqCVdehhodkTiucr6ujU_P_sxNNhIg 
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メモ名【選択】をクリックしたら、一番最初だけorメモ帳を
追加した後、最新リストを作成します 
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【任意のデータ行を１個削除】 
1225メンテナンスモード 行頭空白をマウス右でWクリック 
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削除するなら→ OK 中止するなら→ キャンセル を選択 
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【現在表示されている全行を一括削除】 
左上隅をマウス右でWクリック 
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【表示されている全データを削除】するので 
 まずは「警告」が表示されます 
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最終確認が出ますので、どちらかを選択 
【削除後は復活出来ない】のでご注意を！ 
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別名で作成したデータベースも利用可能 
【K-DIC】に切り替えてみます 
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【K-DIC】には約75万の日英データが登録されています 
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【全文検索文字】 急 にヒットした１００件を表示 
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列（表示）幅を 「４００」に変更 
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列（表示）幅を 「４００」に変更 ３列名から適用される 
その後、マウスで４列目だけ表示幅を狭めてみた 
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ワイルドカード検索が → チェックON の場合 
 ％ を指定してみた 
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ワイルドカード検索が → チェックOFF の場合 
 ％ を指定してみた ※ % を含む行だけにヒット 



 
https://github.com/flhtc1964/NeuronDB 

 
詳しい情報は上記GitHubをご覧下さい 

 
以上 
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